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1
　
馬
場
下
　

―
　

よ
み
が
え
る
記
憶

　
地
下
鉄
東
西
線
「
早
稲
田
」
駅
の
地
上
に
出
る
。
交
差
点
の
角
か
ら
、「
一
六
七
八
年
創

業
」
と
看
板
に
あ
る
小こ

倉く
ら

屋や

と
い
う
酒
屋
が
見
え
る
。
堀ほ
り

部べ

安や
す

兵べ

衛え

が
、
昔
こ
こ
で
枡ま
す

酒ざ
け

を

飲
ん
で
敵

か
た
き

討う
ち

に
向
か
っ
た
話
は
有
名
だ
。
し
か
し
、
毎
日
こ
の
入
口
を
通
る
早
稲
田
大
学

の
学
生
で
も
、
酒
屋
の
す
ぐ
隣
が
漱
石
の
生
家
（
牛
込
馬ば

場ば

下し
た

横よ
こ

町ま
ち

、
現
新
宿
区
喜き

久く

井い

町
ち
よ
う

一
番
地
）
で
、
生
誕
百
年
を
記
念
し
て
一
九
六
六
年
（
昭
和
四
一
）
に
新
宿
区
が
建
設

し
た
黒
い
石
碑＊
が
建
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
者
は
少
な
い
。

　
夏
目
金き

ん

之の

助す
け

（
後
の
漱
石
）
は
、
明
治
維
新
の
前
年
一
八
六
七
年
（
慶
応
三
）
二
月
九
日

（
陰
暦
で
は
一
月
五
日
）
に
生
ま
れ
た＊
。
父
直な
お

克か
つ

は
、
こ
の
地
の
名
主
（
の
ち
区
長＊
）
で
、

金
之
助
は
末
っ
子
で
あ
る
。
先
妻
こ
と
と
の
間
に
、
長
女
さ
わ
・
次
女
ふ
さ
が
あ
り
、
金
之

助
の
上
に
は
後
妻
千
枝＊
の
子
が
、
長
男
大
助
・
次
男
栄
之
助
（
直
則
）・
三
男
和
三
郎
（
直な
お

矩た
だ

）・
四
男
久
吉
・
三
女
ち
か
、
と
五
人
い
た
（
久
吉
と
ち
か
は
夭
折
）。
幼
少
期
に
一
時
養

子
に
出
さ
れ
た
が
、
実
家
で
の
記
憶
は
、
後
ま
で
も
生
々
し
か
っ
た
よ
う
だ
。

　
晩
年
の
小
品
『
硝が

ら
す子

戸ど

の
中う
ち

』（
一
九
一
五
）
に
描
か
れ
る
馬
場
下
の
昔
の
風
景
は
、
心

に
沁
み
入
っ
て
来
る
。
こ
こ
は
、
東
京
の
街
中
と
郊
外
の
接
点
だ
っ
た
。
明
治
の
末
で
も
、

＊「
漱
石
誕
生
之
地
」（
安
倍
能

成
筆
）
と
刻
ま
れ
た
石
碑
。
二

〇
一
七
年
九
月
に
は
、
石
碑
の

横
に
、
松
山
時
代
の
句
で
、
生

家
の
姿
を
思
っ
た
「
影
参し
ん
し差

松

三
本
の
月
夜
か
な
」
を
刻
ん
だ

句
碑
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
漱
石
山

房
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
。
→

Ｐ
．158

＊
だ
か
ら
明
治
の
年
数
と
漱
石

の
満
年
齢
は
同
じ
で
、
例
え
ば

明
治
三
十
八
年
は
漱
石
三
十
八

歳
だ
と
す
ぐ
わ
か
る
。
同
年
生

ま
れ
の
文
学
者
に
、
正
岡
子

規
・
尾
崎
紅
葉
・
幸
田
露
伴
ら

が
い
る
。
子
規
は
三
十
五
歳

で
、
紅
葉
は
三
十
六
歳
で
死
去

し
て
お
り
、
漱
石
は
そ
の
後
に

小
説
を
書
き
出
す
わ
け
で
あ
る
。
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こ
の
地
点
は
牛
込
区
と
北
豊
島
郡
の
境
界
で
あ
る
。
維
新
直
後
は
田
圃
が
広
が
り
竹
藪
が
あ

り
、
ま
だ
人
家
は
目
立
た
な
い
。
後
に
こ
の
地
を
通
っ
た
漱
石
は
、
街
の
変
貌
ぶ
り
に
驚
い

て
い
る
。
一
八
九
六
年
（
明
治
二
九
）
か
ら
喜
久
井
町
の
夏
目
坂
上
に
一
家
で
住
ん
だ
田
山

花
袋
も
、
長
篇
小
説
『
生せ

い

』（
一
九
〇
八
）
で
、
ど
ん
ど
ん
家
が
建
っ
て
行
く
こ
の
界
隈
の

激
し
い
都
市
化
を
描
い
て
い
る
。

　
風
景
の
推
移
は
、
懐
か
し
い
風
景
の
記
憶
を
強
く
喚
起
さ
せ
る
。
印
象
的
な
の
は
、『
硝

子
戸
の
中
』
に
描
か
れ
る
昔
の
記
憶
が
、
い
つ
も
「
音
」
の
世
界
に
結
び
付
い
て
い
る
こ
と

だ
。
近
く
の
誓せ

い

閑か
ん

寺じ

（
作
中
で
は
西
閑
寺
）
の
鐘
の
音
、「
や
つ
ち
や
場
」
の
売
り
声
、
場

末
の
寄
席
の
講
釈
師
の
調
子
、
そ
し
て
小
倉
屋
の
娘
「
御お

北き
た

さ
ん
」
の
「
旅
の
衣
は
篠す
ず

懸か
け

の
」
と
い
う
長
唄
『
勧
進
帳
』
の
冒
頭
の
一
節
で
あ
る
。
そ
の
究
極
が
、
十
三
歳
の
時
に
死

別
し
た
「
千
枝
」
と
い
う
名
の
母
の
姿
で
あ
る
。「
私
は
今
で
も
此
千
枝
と
い
ふ
言
葉
を
懐

か
し
い
も
の
ゝ
一
つ
に
数
へ
て
ゐ
る
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
母
の
名
の
響
き
は
永
遠
で
あ

り
、
馬
場
下
で
過
ご
し
た
日
々
、
ゆ
か
り
の
人
々
も
、
こ
の
場
所
か
ら
静
か
に
よ
み
が
え
る
。

　
地
下
鉄
の
地
上
出
口
は
、
瞬
時
に
別
世
界
を
も
た
ら
す
。
わ
た
く
し
た
ち
も
、
漱
石
生
誕

の
地
が
見
え
る
場
所
に
立
っ
て
耳
を
す
ま
し
、
喧
噪
の
中
か
ら
、
一
五
〇
年
と
い
う
時
間
を

超
え
て
、
漱
石
と
い
う
人
間
や
そ
の
描
い
た
世
界
を
感
じ
て
み
た
い
。

＊
こ
こ
で
は
明
治
初
年
の
大
区

小
区
制
で
の
「
区
長
」
を
言

う
。
現
在
の
「
区
」
よ
り
も
狭

い
地
域
の
代
表
と
し
て
任
命
さ

れ
た
。
今
で
言
え
ば
、
い
く
つ

か
の
町
の
集
合
の
地
区
代
表
と

考
え
て
よ
い
。

＊
戸
籍
上
で
は
「
ち
ゑ
」。「
千

枝
」「
知
恵
」
と
も
書
い
た
。
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＊
漱
石
作
品
に
下
町
が
出
て
く

る
例
は
少
な
い
。『
吾
輩
は
猫

で
あ
る
』
の
「
九
」
で
、
苦
沙

弥
が
盗
ま
れ
た
品
物
を
取
り
に

行
く
の
は
、
吉
原
近
く
の
日
本

堤
分
署
で
あ
る
。『
彼
岸
過
迄
』

で
は
、
神
田
小
川
町
に
住
む
須

永
と
母
は
、
毎
月
深
川
の
不
動

に
お
参
り
に
行
く
と
い
う
。
須

永
の
友
人
敬
太
郎
は
、
浅
草
を

散
策
し
、
蔵
前
で
文
銭
占
い
を

体
験
す
る
。
浅
草
の
ル
ナ
パ
ー

ク
の
描
写
に
は
、
松
根
東
洋
城

の
思
い
出
（「
漱
石
先
生
と
共

に
―
浅
草
木
馬
館
の
木
馬
に
騎

る
の
記
」、
一
九
一
七
・
一
二

「
渋
柿
」）
に
あ
る
、
漱
石
と
東

洋
城
ら
の
浅
草
遊
覧
が
反
映
し

て
い
る
だ
ろ
う
か
。

2
　
本
郷
・
小
石
川
　

―
　

東
京
山
の
手
の
地
形
か
ら

　
金
之
助
は
、
九
歳
の
頃
養
子
先
の
塩
原
家
に
籍
を
置
い
た
ま
ま
、
馬
場
下
の
夏
目
家
に
引

き
取
ら
れ
る
。
夏
目
家
に
正
式
に
復
籍
す
る
の
は
、
二
十
一
歳
の
時
だ
。
塩
原
金
之
助
と
し

て
学
生
時
代
を
送
っ
た
漱
石
だ
が
、
英
語
以
外
に
も
一
時
二
松
學
舍
（
現
二
松
學
舍
大
学
）

で
漢
学
を
学
ん
で
お
り
、
こ
の
世
代
の
教
養
を
考
え
る
時
に
大
事
で
あ
る
。
子
規
も
そ
う
だ

が
、
見
事
な
漢
詩
を
作
れ
る
、
最
後
の
世
代
だ
っ
た
わ
け
だ
。

　
当
時
東
京
大
学
予
備
門
は
神
田
一
ツ
橋
に
あ
っ
た
が
、
金
之
助
は
学
生
時
代
、
東
京
の
あ

ち
ら
こ
ち
ら
に
下
宿
し
た
。
そ
の
時
の
体
験
が
土
地
勘
を
生
み
だ
し
、
後
の
作
品
を
書
く
時

に
生
か
さ
れ
て
い
る
。
漱
石
作
品
に
東
京
下
町
が
登
場
す
る
の
は
、
ご
く
わ
ず
か
だ＊
。
生
家

の
あ
る
牛
込
の
他
、
本
郷
・
小
石
川
そ
し
て
上
野
が
目
立
つ
。『
三
四
郎
』（
一
九
〇
八
）
に

も
登
場
す
る
本
郷
三
丁
目
角
の
小
間
物
店
「
か
ね
や
す
」（
作
中
は
兼
安
）
は
、「
本
郷
も
か

ね
や
す
ま
で
は
江
戸
の
う
ち
」
と
い
う
川
柳
で
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
帝
国
大
学
の
本
郷

へ
の
移
転
が
完
了
し
、
大
学
を
中
心
に
「
本
郷
文
化
圏
」
が
形
成
さ
れ
る
が
、
本
郷
の
北
部

や
小
石
川
は
、
ま
だ
ま
だ
野
趣
も
残
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　『
こ
ゝ
ろ
』（
一
九
一
四
）
の
「
先
生
」
は
日
清
戦
争
の
少
し
後
、
金
に
絡
ま
る
人
間
関
係
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に
嫌
気
が
さ
し
、
本
郷
の
下
宿
か
ら
借
家
を
探
し
に
本
郷
台
を
西
に
下
り
、
富
坂
を
上
っ
て

北
に
折
れ
、
伝で

ん

通づ
う

院い
ん

の
そ
ば
の
素
人
下
宿
に
辿
り
着
く
。
そ
の
あ
た
り
か
ら
見
え
る
風
景

は
、「
見
渡
す
限
り
緑
が
一
面
」
だ
っ
た
と
い
う
。「
御
嬢
さ
ん
」
と
も
出
会
い
、
新
た
な
気

持
に
満
た
さ
れ
る
が
、
Ｋ
の
登
場
は
そ
の
静
か
な
空
間
に
も
波
乱
を
生
み
出
す
。

　
伝
通
院
の
西
側
の
街
は
、『
そ
れ
か
ら
』（
一
九
〇
九
）
で
三
千
代
が
住
む
場
所
で
あ
る
。

神
楽
坂
藁わ

ら

店だ
な

（
現
新
宿
区
袋
町
）
に
、
親
か
ら
の
生
活
費
で
一
人
住
む
代
助
は
、
牛
込
台
地

を
下
り
、
江
戸
川
を
渡
っ
て
、
今
度
は
小
石
川
台
地
を
上
っ
て
三
千
代
に
会
い
に
行
く
。
感

情
の
起
伏
が
東
京
の
山
の
手
の
地
形
と
結
び
付
き
、
さ
り
気
な
い
場
所
の
描
写
が
、
よ
く
読

む
と
深
み
を
増
す
。

　
崖
の
下
の
奥
ま
っ
た
家
を
借
り
て
住
む
『
門
』
の
宗
助
・
御お

米よ
ね

夫
婦
も
、
友
人
を
裏
切
っ

た
と
い
う
過
去
を
引
き
受
け
つ
つ
、
家
に
じ
っ
と
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
い
。
御
米
は
易
者

に
見
て
も
ら
い
に
出
か
け
、
宗
助
は
か
つ
て
の
友
人
安
井
か
ら
逃
げ
る
よ
う
に
鎌
倉
に
参
禅

に
行
く
。

　
漱
石
作
品
で
は
背
景
は
絶
え
ず
流
動
的
で
、
作
中
人
物
は
、
何
か
に
追
わ
れ
る
よ
う
に
、

い
つ
も
東
京
を
動
き
回
る
。
山
の
手
の
起
伏
に
富
ん
だ
地
形
は
、
人
物
の
行
動
を
描
く
の
に

ぴ
っ
た
り
の
も
の
と
し
て
、
浮
か
び
上
が
る
の
で
あ
る
。

明
治
の
頃
の
小
石
川
富
坂
の
風
景
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＊
自
筆
原
稿
で
は
、
漱
石
は
最

初
「
中
国
辺
」
と
書
き
、「
中
」

を
「
四
」
に
直
し
て
い
る
。

「
中
国
」
地
方
で
は
、
設
定
と

か
な
り
違
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

3
　
松
山
　

―
　

描
か
れ
た
場
所
が
息
づ
く
時

　
二
〇
一
六
年
の
新
年
、『
坊
っ
ち
や
ん
』（
一
九
〇
六
）
が
Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
に
な
り
、
話
題
に

な
っ
た
。
映
画
化
・
ド
ラ
マ
化
は
い
つ
の
時
代
に
も
作
品
と
の
距
離
を
生
み
出
す
が
、
そ
れ

を
機
に
ぜ
ひ
原
作
を
手
に
し
て
み
た
い
。
あ
ら
筋
を
超
え
た
作
品
の
仕
掛
け
は
、
な
か
な
か

見
え
な
い
か
ら
だ
。

　
主
人
公
に
名
前
が
な
く
、「
お
れ
」
の
一
人
称
で
話
す
形
式
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る

人
で
も
、
山
嵐
と
話
す
時
は
「
お
れ
」
で
、
教
員
会
議
の
時
は
「
私
」
と
発
言
し
て
い
る
こ

と
に
注
意
す
る
こ
と
は
少
な
い
。
清き

よ

の
使
う
親
し
み
を
込
め
た
「
坊
っ
ち
や
ん
」
は
、
赤
シ

ャ
ツ
が
使
う
と
相
手
を
見
く
び
っ
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
と
な
る
。「
性
格
」
を
見
事
に
描
き
分
け

た
こ
の
作
品
に
は
、
実
は
新
し
い
文
学
概
念
に
よ
る
「
性
格
」
の
語
は
見
え
ず
、
あ
る
の
は

「
性
分
」「
性た

ち

」「
気
性
」
と
い
っ
た
伝
統
的
な
語
感
を
持
つ
言
葉
で
あ
る
。『
坊
っ
ち
や
ん
』

は
、
言
わ
ば
言
葉
の
万
華
鏡
な
の
だ
。

　
作
中
に
「
松
山
」
の
地
名
が
出
て
来
な
い
こ
と
に
も
注
意
し
よ
う
。「
四
国
辺
の
あ
る
中

学
校
」
と
あ
り＊
、
県
庁
や
兵
営
の
あ
る
城
下
町
で
、
近
く
に
温
泉
が
あ
る
と
な
れ
ば
、
松
山

し
か
な
い
。
漱
石
が
若
き
日
、
一
八
九
五
年
（
明
治
二
八
）
四
月
か
ら
約
一
年
間
そ
こ
で
英
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＊
最
近
に
な
っ
て
、
再
建
へ
の

動
き
が
出
て
き
た
。
土
地
の
所

有
者
と
松
山
市
が
協
議
し
て
、

再
建
に
向
か
っ
て
い
る
と
い
う
。

語
教
師
を
し
た
こ
と
は
事
実
な
の
で
、
誰
も
疑
問
を
持
た
な
い
。
が
、
作
中
の
「
お
れ
」
の

活
躍
は
、
一
九
〇
五
年
（
明
治
三
八
）
九
月
か
ら
数
か
月
間
の
、
日
露
戦
争
の
勝
利
直
後
の

短
い
期
間
で
、
明
ら
か
に
時
期
が
ず
れ
る
。
講
義
に
忙
し
い
漱
石
は
、
作
品
を
書
く
時
に
改

め
て
取
材
に
行
っ
て
い
な
い
。
こ
の
作
品
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
時
点
で
の
記
憶
や
素
材
が
、
巧

み
に
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
る
わ
け
だ
。
わ
た
く
し
は
昔
、
松
山
に
行
き
、
道
後
温
泉
や
街
並

み
に
親
し
ん
だ
こ
と
が
あ
る
。
漱
石
が
、
帰
省
し
た
正
岡
子
規
と
五
十
二
日
の
間
一
緒
に
住

ん
で
俳
句
作
り
を
し
た
と
い
う
「
愚ぐ

陀だ

仏ぶ
つ

庵あ
ん

」
も
見
学
し
た
。
戦
災
で
焼
失
し
た
こ
の
建
物

も
再
建
さ
れ
て
い
た
が
、
二
〇
一
〇
年
土
砂
災
害
で
倒
壊
し
た＊
。

　
当
時
か
ら
海
の
玄
関
先
だ
っ
た
三み

津つ

浜は
ま

や
、
高
浜
沖
の
四し

十
じ
ゆ
う

島し
ま

も
、
ゆ
か
り
の
場
所

だ
。
作
中
で
は
、
島
の
岩
に
生
え
た
松
を
見
て
、
赤
シ
ャ
ツ
が
「
タ
ー
ナ
ー
の
画
に
あ
り
さ

う
だ
ね
」
と
言
い
、
野
だ
い
こ
が
「
あ
の
島
を
タ
ー
ナ
ー
島
と
名
づ
け
様
」
と
提
案
す
る
。

　
名
づ
け
る
こ
と
で
、
も
の
は
生
き
て
来
る
。『
草
枕
』（
一
九
〇
六
）
の
一
節
に
、「
タ
ー

ナ
ー
が
汽
車
を
写
す
迄
は
汽
車
の
美
を
解
せ
ず
」
と
あ
る
が
、
あ
だ
名
で
あ
っ
て
も
、
言
葉

を
与
え
る
こ
と
で
対
象
は
現
実
味
を
持
つ
。
モ
デ
ル
問
題
に
深
入
り
し
な
く
て
も
よ
い
。

『
坊
っ
ち
や
ん
』
で
は
、
実
際
の
松
山
を
描
い
た
の
で
は
な
く
、
描
か
れ
る
こ
と
で
松
山
が

生
き
た
地
名
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。




